平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


コミュニケーションへの関心・意欲・態度

プロトタイプＣ-2

単元：

BOOK 2，LESSON 4
評価の観点（技能）：

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

《言語活動への取組》

評価規準：

間違うことを恐れず積極的に観光地の紹介文を書いている。

評価方法：

【観察】p.45，USE Write3の活動への取り組みを観察し，評価する。

評価基準：A・B・Cの3段階

評価観察の場面ごとに○×の2段階でつけて，数値変換して合計し，それをABCに振り分ける。

○：間違うことを恐れず町の名所紹介文を書いている

✕：間違うことを恐れて町の名所紹介文を書いていない

評価課題：

p.45のUSE Write 3 の活動を行う。
留意点
ここでは言語活動への取り組みを評価対象としているので，言語的正確さなどは評価対象とはしない。「紹介する場所は?」，「何がある?」，「何ができる?」の問いに答える3文が書けていれば，積極的に書いたと判断して○とする。


















